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暮らしの中間領域 
―人と人を繋ぐ集合住宅― 
 
THE MIDDLE REGION OF A LIFE 
HOUSING, CONNECTS PEOPLE AND A PEOPLE 
 
兒島由実 
Yumi KOJIMA  
主査 永瀬克己教授   副査 富永譲教授・網野禎昭教授  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
By the great earthquake which occurred in 2011, association with the neighbors is again 
exposed to the spot.  
But the present collective housing was seen because the security by machines, such as 
automatically locking and 24-hour security, has spread, and its cause of association with the 
neighbors, such as defence and voice credit, has decreased.  
Moreover, the same dwelling unit completed by each is located in a line, and much 
diffused collective housing does not understand what kind of person lives where.  
Therefore, isn't the consciousness to the neighborhood also thin?  
Then, I plan collective housing which serves as a cause of association with the neighbors 
paying attention to official and personal ambiguous space "middle region." 
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１． 研究目的・背景 
幼い頃から田舎に住んでいる私にとって「ご近所さ
ん」の存在は当たり前にあるものだった。しかし、大
学では「ご近所さんとの会話は挨拶くらい」という友
人が多かった。2011 年度の大震災の影響もあり、「ご
近所付き合い」が再び注目されている。商業施設や公
共施設などならば人を集める事は容易であるが、実際
に「ご近所付き合いの場」というのはそういった特別
なものではなく、普段の生活の場である自宅付近にあ
るべきだと私は考える。そこで、本設計では「ご近所
付き合い」のきっかけとなるような集合住宅を計画し
た。 
 
２． 現在の集合住宅を取り巻く環境 
［集合住宅の「かたち」］ 
現在、集合住宅でもっとも多くみられる「かたち」
は並列型のものである。数少ない階段・エレベーター
で多くの住戸に効率よくアクセスする事が可能である
が、多くの場合同じ住戸が何も変化なく並び、共用廊
下も通行のためだけの空間となっている。玄関は戸建
て住宅では「表」の意識が高いが、集合住宅では「裏」
の意識が高い。また、集合住宅では外に開いているバ
ルコニーも室内から一方的に外を見るだけであり、
「表」を意識しているとは考えづらい。そのため内側か
ら見ても外側から見ても同じようなドア・バルコニー
が並ぶだけで、いつ・どの部屋に誰が住んでいても変
わらない。しかし、住民が住戸のどこかに顔として
「表」の意識を持たなければ、他者への関心・意識が薄
れ、共有空間にも活気は生まれないのではないだろう
か。 
 
 
 
 
 
 
  
 
［現在の集合住宅の状況］ 
日本の住宅では、年々セキュリティの意識が高まっ
ている。長谷工総合研究所のアンケートによると分譲
マンションにおける防犯装置の設置率は防犯カメラ
写真 1．バルコニー  写真 2．玄関 
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73.2％、オートロック 43.2％、セキュリティサービス
35.2％、モニター付きインターフォン 20.7％と機械に
よるセキュリティシステムが多く設置されている。機
械の導入により、見守りなどのご近所付き合いが減る
ほか、コミュニティは決められた範囲になってしまっ
ているのではないだろうか。また現在ある集合住宅の
多くがエントランスホール、階段、廊下等のアクセス
に不可欠な空間以外には自転車置き場、ごみ置き場等
の共有空間しかない。 
以上のことから考えると、現在の集合住宅はコミュ
ニティが１つの集合住宅内で完結してしまう恐れがあ
るにも関わらず、その中には最低限の共有空間しかな
い場合が多いという事になる。 
 
３．集合住宅における中間領域[事例研究] 
調べ、中間領域と私的空間について考える。特に重
要だと感じたのは、共用空間に対して開いている空間
を居住者の考えでその開きを調整できるという事であ
る。その開く空間に用途は決めず、居住者が考えて利
用していくことでうまくその空間と付き合っている。
開いている空間は他者から「見られている」事で外部
への意識を高め、これが居住者の中で連鎖して起こる
ことで、互いの気配を感じる事ができているのではな
いか。しかし、中間領域を設けても住民自身が調整で
きなければその力が発揮されていないようだ。「見ら
れる」という行為はストレスを感じるものであり、そ
のストレスを自身の可能な範囲でかけていかなければ
成り立たなくなってしまう。 
開くことで他者に対する意識・興味は生まれるが、
住民がそれぞれ考えて自身の開ける範囲を決め、開い
ていくことが大事であり、強制的に開きすぎてしまう
とその効果は薄れてしまう。住民が考えて活用してい
くことが大切なのである。 
 
４． 設計概要 
[対象敷地] 
敷地は武蔵野市御殿山である。最寄駅の三鷹駅は新
宿まで約 20 分とアクセスが良い事から、学生や社会人
などの一人暮らしにも好まれる場所である。武蔵野市
は三鷹市・小金井市・西東京市の４市で文化・芸術・
スポーツ施設や保養施設等の共同利用を行おり、三鷹
駅からは「三鷹の森 ジブリ美術館」、「太宰治文学
サロン」、「三鷹市美術館」等多くの芸術施設・文学
施設に行くことができる。また「井の頭恩賜公園」や
「玉川上水」など自然豊かな地域でもある。 
選定した敷地は三鷹駅から徒歩約 4 分、玉川上水と
果樹園に囲まれた緑豊かな場所である。小学校が近い
ことから、子供が走り回っている光景も見られ、交通
手段として自転車が多く利用されている。昼間は自転
車に乗った主婦や子供、学生が多くみられた。 
今設計では、芸術施設の豊富さから一人暮らしのア
ーティスト、敷地周辺に多い事から高齢者、小学校が
近い事から子供がいる世帯をターゲットとし、ご近所
付き合いのきっかけを生むことで互いに刺激し合える
ような集合住宅を計画していく。 
 
[構成] 
住居ボリュームの配置は、日照と性格の異なる共有
空間との関係から決めていった。 
自転車の通行の多い北側には広場をつくり、空間に
ゆとりを持たせることで見通しをよくし、集会場へも
入りやすくした。また隣接する果樹園側の建物を低く
することで緑を取り込み、敷地のどこにいても緑を感
じる事ができるようにした。 
 
 
 
1) 公私の境界が曖昧なテラスと半屋外空間 
2 つの直方体を重ね、それをずらすことで上下
に開かれた私的空間が生まれる。さらに私的空間
の床レベルを共用空間まで伸ばすことで公私が曖
昧な中間領域が生まれる。ここに 1 階に住む住民
の表情が表れてくる。 
 
またずれによりテラスがＬ字になることで、向
かいの住戸と顔合わせになる公的なテラスと顔を
合わせない私的なテラスが生まれる。この私的・
公的テラスの性格の違いを利用し、住みこなして
いくことで 2 階に住む住民の表情が表れてくる。 
 
 
 
2) 生活共有空間 
[集会場] 
集会場では住民が会議等で集まるほか、アーティス
トが集まり各住戸ではできない作品をつくったり、楽
器や歌の練習をする事ができる。またこの活動を身近
に感じる事で、住民に新しい刺激を与える事ができる。 
また、住戸は 6 つの街区に分かれており、それぞれ
に以下の共有空間を持つ。 
図 1．住戸から集会場、果樹園への断面図 
図 2．断面ダイアグラム  
図 3．平面ダイアグラム  
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[テラス] 
2 階に住む人たちが必ず通るテラスである。このテ
ラスと各住戸の公的なテラスがつながることで住民同
士をゆるやかにつないでいく。またこのテラスの下に
は駐車場が設けられており、自動車がないときにはこ
の空間も半屋外の共用空間となる。 
[中庭] 
 1・2 階に住む人が全員視界に入る場所である。各街
区の住戸はキッチンが中庭に向いており、キッチンス
トリートとして並んでいる。これにより、普段食事の
準備などで背を向けている住民同士が互いの存在を感
じる事ができる。 
 
5．結論 
 この建物が武蔵野市において、アーティスト・高齢
者・子供のいる家庭のご近所付き合いのきっかけをつ
くりだすことで、互いに新たな発見を見つけ、刺激を
与え合うような関係になっていくことを期待している。 
 住民が開かれた私的空間(中間領域)を住みこなして
いくことで、各住戸の表情が生まれ、互いへの関心を
深めていくのではないかと思う。  
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